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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電力供給モードでの充電に対応した第１のバッテリパック及び前記第１のバッテ
リパックより大きい電流で充電を行う第２の電力供給モードに対応した第２のバッテリパ
ックが装着され、装着された第１又は第２のバッテリパックを充電する充電装置において
、
　前記第１又は第２のバッテリパックが装着される装着部と、
　前記第１のバッテリパックと前記第２のバッテリパックの、端子が設けられている前面
部と端子が設けられていない底面部のうちの底面部の外形形状の違いを利用して、装着さ
れたバッテリパックが前記第１のバッテリパックであるか前記第２のバッテリパックであ
るかを判定するためのバッテリパック種別判定スイッチと、
　前記第１又は第２のバッテリパックを前記装着部に装着する際に、前記バッテリパック
種別判定スイッチよりも遅いタイミングで判定結果が得られる位置に配置され、前記第１
のバッテリパックと前記第２のバッテリパックに共通する外形形状を利用して、前記第１
又は前記第２のバッテリパックへの充電の開始を判定するための充電オンオフスイッチと
、
　前記充電オンオフスイッチが前記第１又は第２のバッテリパックへの充電の開始を判定
した際に、前記バッテリパック種別検出スイッチに応じた電力供給モードで、装着された
前記第１又は第２のバッテリパックに対して充電を行う制御手段と
　を備える充電装置。
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【請求項２】
　前記バッテリパック種別判定スイッチは、前記第１および第２のバッテリパックが装着
方向にスライドされる際、前記底面部に対向する位置に設けられた、凸状の部位から構成
され、前記凸状の部位が、前記底面部の凹部の有無により押圧されるか否かにより、前記
第１のバッテリパックであるか前記第２のバッテリパックであるかを判定する
　請求項１に記載の充電装置。
【請求項３】
　前記充電オンオフスイッチは、前記第１および第２のバッテリパックが装着方向にスラ
イドされる際、前記共通部位に対向する位置で、かつ、前記バッテリパック種別判定スイ
ッチに対して、装着方向の後方に設けられた、凸状の部位から構成されるものであり、こ
の凸状の部位が、前記バッテリパック種別判定スイッチよりも遅いタイミングで、前記共
通部位により押圧されるか否かにより、前記第１又は前記第２のバッテリパックへの充電
の開始を判定する
　請求項２に記載の充電装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電装置に関し、特に、電力供給方式の異なる充放電装置に対して、それぞ
れを識別し、対応する方式で電力を供給できるようにした充電装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラなどに使用されるバッテリパックに代表される充放電装置に、充電器など
の電力供給装置より電力を供給して蓄えさせる、いわゆる充電技術が一般に普及しつつあ
る（特許文献１乃至４参照）。
【０００３】
　バッテリパックは、一般に、電池の使用可能時間に応じて、すなわち、充電容量に応じ
て、充電に要する時間（充電時間）が増加する。従って、バッテリの使用可能時間を長く
させるという課題に対応しようとすると、その分、充電時間も増加してしまい、逆に、充
電時間を短くするという課題に対応しようとすると、使用時間も短くなってしまうため、
これらの課題を相互に解決することができなかった。
【０００４】
　しかしながら、近年、この課題を解消すべく、バッテリパックと充電器は技術的に進歩
し、充電器からの充電電流を、より大電流にすることで、バッテリパックに充電させるこ
とが可能となった。結果として、バッテリパックの充電容量を大きくしても、充電に要す
る時間を短縮すること（高速充電）が可能となってきている。
【特許文献１】特開平６－１０４０１７号公報
【特許文献２】特開平６－１０５４７６号公報
【特許文献３】特開平６－０２０６６５号公報
【特許文献４】特開２０００－２４３３６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、これらの技術の進歩に併せて、ユーザが、バッテリパックを購入したとして
も、一般には、従来型の（充電時間を長く要する）バッテリパックが廃棄されることは少
なく、新たに購入した高速充電型のバッテリパックと併用されていることが多い。
【０００６】
　しかしながら、新型の充電器は、従来の充電器と充電（電力供給）方式が異なり、上記
したように充電電流が従来の充電器と比較して、より大電流となっている。そのため、例
えば、従来型のバッテリパックが、誤って新型の充電器に装着されてしまうと、過電流に
より破損してしまう恐れがあった。
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【０００７】
　また、バッテリパックには、充電を行う際の適正温度範囲が設定されており、その適正
温度範囲以外の条件で、上述のような充電電流を大きくした充電を、繰り返し行うことに
より、バッテリパックのセルの特性が変化し、充電容量が徐々に減少してしまうことが知
られている。このため、バッテリパックの適正温度範囲外の条件で充電を繰り返してしま
うと、バッテリパックの寿命が短くなってしまうという課題があった。
【０００８】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、バッテリパックの充電方式や温
度の条件を識別し、対応する適正な充電方式でバッテリパックを充電できるようにするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一側面の充電装置は、第１の電力供給モードでの充電に対応した第１のバッテ
リパック及び前記第１のバッテリパックより大きい電流で充電を行う第２の電力供給モー
ドに対応した第２のバッテリパックが装着され、装着された第１又は第２のバッテリパッ
クを充電する充電装置であって、前記第１又は第２のバッテリパックが装着される装着部
と、前記第１のバッテリパックと前記第２のバッテリパックの、端子が設けられている前
面部と端子が設けられていない底面部のうちの底面部の外形形状の違いを利用して、装着
されたバッテリパックが前記第１のバッテリパックであるか前記第２のバッテリパックで
あるかを判定するためのバッテリパック種別判定スイッチと、前記第１又は第２のバッテ
リパックを前記装着部に装着する際に、前記バッテリパック種別判定スイッチよりも遅い
タイミングで判定結果が得られる位置に配置され、前記第１のバッテリパックと前記第２
のバッテリパックに共通する外形形状を利用して、前記第１又は前記第２のバッテリパッ
クへの充電の開始を判定するための充電オンオフスイッチと、前記充電オンオフスイッチ
が前記第１又は第２のバッテリパックへの充電の開始を判定した際に、前記バッテリパッ
ク種別検出スイッチに応じた電力供給モードで、装着された前記第１又は第２のバッテリ
パックに対して充電を行う制御手段とを備える。
【００１０】
　前記バッテリパック種別判定スイッチは、前記第１および第２のバッテリパックが装着
方向にスライドされる際、前記底面部に対向する位置に設けられた、凸状の部位から構成
され、前記凸状の部位が、前記底面部の凹部の有無により押圧されるか否かにより、前記
第１のバッテリパックであるか前記第２のバッテリパックであるかを判定させるようにす
ることができる。
【００１１】
　前記充電オンオフスイッチは、前記第１および第２のバッテリパックが装着方向にスラ
イドされる際、前記共通部位に対向する位置で、かつ、前記バッテリパック種別判定スイ
ッチに対して、装着方向の後方に設けられた、凸状の部位から構成されるものであり、こ
の凸状の部位が、前記バッテリパック種別判定スイッチよりも遅いタイミングで、前記共
通部位により押圧されるか否かにより、前記第１又は前記第２のバッテリパックへの充電
の開始を判定するさせるようにすることができる。
【００５７】
　本発明の一側面の充電装置においては、第１の電力供給モードでの充電に対応した第１
のバッテリパック及び前記第１のバッテリパックより大きい電流で充電を行う第２の電力
供給モードに対応した第２のバッテリパックが装着され、装着された第１又は第２のバッ
テリパックを充電する充電装置であって、前記第１又は第２のバッテリパックが装着され
、前記第１のバッテリパックと前記第２のバッテリパックの、端子が設けられている前面
部と端子が設けられていない底面部のうちの底面部の外形形状の違いを利用して、装着さ
れたバッテリパックが前記第１のバッテリパックであるか前記第２のバッテリパックであ
るかが判定され、前記第１又は第２のバッテリパックを前記装着部に装着する際に、前記
種別を判定するよりも遅いタイミングで判定結果が得られる位置に配置され、前記第１の
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バッテリパックと前記第２のバッテリパックに共通する外形形状を利用して、前記第１又
は前記第２のバッテリパックへの充電の開始が判定され、前記第１又は第２のバッテリパ
ックへの充電の開始が判定された際に、種別に応じた電力供給モードで、装着された前記
第１又は第２のバッテリパックに対して充電が行われる。
【発明の効果】
【００６６】
　本発明の一側面の充電装置によれば、第１の電力供給モードでの充電に対応した第１の
バッテリパック及び前記第１のバッテリパックより大きい電流で充電を行う第２の電力供
給モードに対応した第２のバッテリパックを装着し、装着した第１又は第２のバッテリパ
ックを充電する充電装置であって、前記第１又は第２のバッテリパックを装着し、前記第
１のバッテリパックと前記第２のバッテリパックの、端子が設けられている前面部と端子
が設けられていない底面部のうちの底面部の外形形状の違いを利用して、装着されたバッ
テリパックが前記第１のバッテリパックであるか前記第２のバッテリパックであるかを判
定し、前記第１又は第２のバッテリパックを前記装着部に装着する際に、前記種別を判定
するよりも遅いタイミングで判定結果が得られる位置に配置し、前記第１のバッテリパッ
クと前記第２のバッテリパックに共通する外形形状を利用して、前記第１又は前記第２の
バッテリパックへの充電の開始を判定し、前記第１又は第２のバッテリパックへの充電の
開始を判定した際に、前記種別に応じた電力供給モードで、装着された前記第１又は第２
のバッテリパックに対して充電を行うようにした。
【００７５】
　このため、第１のバッテリパックより大きい電流で充電を行う第２の電力供給モードに
対応した第２のバッテリパックが装着されない限り、第１の電力供給モードで充電がなさ
れるので、不用意に大きな電流で充電を行う第２の電力供給モードでの充電がなされなく
なり、安全性を確保することが可能となる。
　結果として、充放電装置の種別や温度に基づいて、適正な電力供給モードで充放電装置
を充電することが可能になり、充放電装置を充電する際に生じる過電流による充電容量の
低下や破損を抑制することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７６】
　図１は、本発明に係るSQ（Super Quick）バッテリパック１の一実施の形態の構成を示
す図である。SQバッテリパック１は、ビデオカメラ２のバッテリ装着部３に装着される。
SQバッテリパック１は、例えばビデオカメラ２のバッテリ装着部３に装着され、このビデ
オカメラ２に対して電源を供給する一方、図５を参照して、後述する充電器１５１にも装
着可能に構成されており、充電器１５１により充電される。また、バッテリ装着部３には
、従来型のバッテリパック１１（図４）も装着可能である。SQバッテリパック１は、バッ
テリパック１１と比べて、充電器１５１において、充電する際、より大電流で充電するこ
とができるため、従来のバッテリパック１１と比較して充電時間が短い。
【００７７】
　次に図２を参照して、SQバッテリパック１の詳細について説明する。図２に示すように
、図１２を参照して後述するバッテリセル１２５１ａ、または、１２５１ｂを内部に収納
するケース１０１が設けられている。
【００７８】
　SQバッテリパック１のケース１０１は、例えば合成樹脂材料によって形成されている。
ケース１０１の幅方向の両側面には、バッテリ装着部３、または、充電器１５１のスロッ
ト１６２ａ、または、１６２ｂに対して、図２中矢印A方向で示される装着方向へガイド
するためのガイド溝１０２ａ乃至１０２ｄ（図３）がそれぞれ形成されている。図２では
、ガイド溝１０２ａ，１０２ｂのみが表示されている。
【００７９】
　尚、以下の説明において、ガイド溝１０２ａ乃至１０２ｄを、個々に区別する必要がな
いとき、単にガイド１０２と称する。また、他の構成についても同様とする。



(5) JP 4274275 B2 2009.6.3

10

20

30

40

50

【００８０】
　各側面の各ガイド溝１０２は、図３に示すように、一端がケース１０１の底面部１１５
に開口して形成されており、ケース１０１の長手方向に並列してそれぞれ形成されている
。
【００８１】
　バッテリ装着部３、または、充電器１５１のスロット１６２に対する図３中矢印Ａ方向
で示される装着方向の前面部１１１には、ケース１０１の幅方向の両側に入出力端子１１
２，１１３が、それぞれ配設されており、幅方向の略中央に通信端子１１４が配設されて
いる。
【００８２】
　入出力端子１１２，１１３は、充電器１５１から電力の供給を受ける。通信端子１１４
は、充電器１５１とSQバッテリパック１の充電容量などの情報を通信する。また、各入出
力端子１１２，１１３および通信端子１１４の外方に臨む一端は、ケース１０１の前面部
１１１に形成された略矩形状の凹部内に位置されている。その結果、バッテリ装着部３、
または、充電器１５１は、各接続端子以外の箇所に当接することによる破損を防止する構
成となっている。
【００８３】
　ケース１０１の底面部１１５の図３中矢印A方向で示される装着方向の前面部（長手方
向の前面部）には、一対の規制凹部１１６，１１７が、それぞれ形成されている。これら
規制凹部１１６，１１７は、図３に示すように、幅方向のほぼ中心線（図示せず）に対し
て線対称にそれぞれ形成されている。装着の際に、これらの規制凹部１１６，１１７は、
充電器１５１の規制凸部２０６，２０７（図７）に係合して、このスロット１６２に対す
るケース１０１の底面部１１５の幅方向の傾斜を規制する。
【００８４】
　この規制凹部１１６，１１７は、図３に示すように、ケース１０１の底面部１１５に直
交して形成された第１の部分と、この第１の部分に直交して形成された第２の部分とを有
しており、断面略Ｌ字状に形成されている。
【００８５】
　また、ケース１０１の底面部１１５の略中央には、適合するスロット１６２であるかを
識別するための略矩形状の識別用凹部１１８が形成されている。
【００８６】
　識別用凹部１１８は、図３に示すように、ケース１０１の幅方向のほぼ中心線上に位置
するとともに、ケース１０１の底面部１１５の略中央から前面部１１１側に位置して形成
されている。この識別用凹部１１８内部の底面には、ケース１０１の幅方向のほぼ中心線
上に位置して、略矩形状の識別用溝１１９が長手方向の両端に連続して形成されている。
この識別用凹部１１８内には、ケース１０１の底面部１１５の幅方向の両側に、段部がそ
れぞれ形成されている。この識別用凹部１１８の幅方向の寸法は、寸法幅Ｗ0（Ｗ0は、所
定の寸法である）に形成されている。
【００８７】
　また、通信端子１１４に隣接するガイド溝１２０は、ケース１０１の長手方向と平行に
形成されている。このガイド溝１２０は、ケース１０１の前面部１１１に一端を開口する
とともに、他端が識別用凹部１１８に連続されて形成されている。このガイド溝１２０に
は、ケース１０１の前面部１１１側に隣接する位置に、ケース１０１の底面部１１５に直
交する方向である深さが異なる段部１２１が形成されている。そして、ガイド溝１２０は
、SQバッテリパック１を充電器１５１のスロット１６２に対する図中矢印Ａ方向で示され
ている装着方向にガイドする。
【００８８】
　ケース１０１の底面部１１５には、図３に示すように、通信端子１１４を挟んでガイド
溝１２０と対向する位置に、ガイド溝１２２が形成されている。このガイド溝１２２は、
ケース１０１の底面部１１５の長手方向と平行に形成されており、一端がケース１０１の
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前面部１１１に開口して形成されている。
【００８９】
　ケース１０１の幅方向の両側面には、入出力端子１１２，１１３に隣接する規制溝１０
３（図示されていないが、前面部１１１を正面にして左側面の同じ位置にも設けられてい
る）が形成されている。規制溝１０３は、前面部１１１に開口するとともに底面部１１５
に略平行にそれぞれ形成され、充電器１５１のスロット１６２に対して底面部１１５の幅
方向の傾斜を規制する。
【００９０】
　ケース１０１の底面部１１５には、充電器１５１に装着された際に、スロット１６２に
係合される小ロック用凹部１２４および大ロック用凹部１２５がそれぞれ形成されている
。小ロック用凹部１２４は、略矩形状に形成されており、ケース１０１の幅方向のほぼ中
心線上に位置して、識別用凹部１１８に隣接する位置に形成されている。大ロック用凹部
１２５は、小ロック用凹部１２４よりやや大とされた略矩形状に形成されており、ケース
１０１の幅方向のほぼ中心線上に位置して、装着方向の背面側にそれぞれ形成されている
。
【００９１】
　バッテリパック種別判定用凹部１３１は、充電器１５１のスロット１６２に装着する際
に、SQバッテリパック１とバッテリパック１１を識別するための凹部である。バッテリパ
ック種別判定用凹部１３１は、図４に示す、従来型のバッテリパック１１のBに示す部分
に対して、底面部１１５から見て、ガイド溝１２２と同じ深さで、かつ、規制部１１７の
長手方向と同じ長さ分だけ、凹部が形成されている。すなわち、バッテリパック種別判定
用凹部１３１は、従来型のバッテリパック１１の底面部１１５の一部が切り取られたよう
な構成となっている。尚、従来のバッテリパック１１とSQバッテリパック１との外形上の
違いは、バッテリパック種別判定用凹部１３１の有無だけであるので、その他の説明は省
略する。
【００９２】
　次に、図５を参照して、充電器１５１の構成を説明する。
【００９３】
　充電器１５１は、２個のバッテリパックを装着することができる。また、充電器１５１
の端子シャッタ１６１ａ，１６１ｂは、板状のものであり、SQバッテリバック１、または
、バッテリパック１１が装着されないとき、充電器１５１本体に内蔵された図示せぬバネ
の反発力により図中矢印Ａ方向と対向する方向に押し出され、所定の長さで固定され、後
述する充電器１５１の各端子部分を覆い隠している。また、端子シャッタ１６１は、SQバ
ッテリパック１、または、バッテリパック１１がスロット１６２に沿って、装着されると
き、前面部１１１により図中矢印Ａ方向に、図示せぬバネの反発力に対向して押圧される
と、図中矢印Ａ方向にスライドし、充電器１５１の本体に収納される。このように端子シ
ャッタ１６１が収納されることにより、充電器１５１の端子部分が露出され、さらに、SQ
バッテリパック１１、または、バッテリパック１が装着（接続）される。尚、スロット１
６２の詳細については、後述する。
【００９４】
　DC（Direct Current）入力端子１６３は、充電器１５１に電源を供給する図示せぬケー
ブルが装着される端子であり、定格電力が供給される。DC出力端子１６４は、DC入力端子
１６３により供給された電力をビデオカメラ２に出力する図示せぬケーブルが装着される
端子であり、ビデオカメラ２に対応した電圧値、および、電流値の電力を出力する。
【００９５】
　充電ランプ１６５ａ，１６５ｂは、スロット１６２ａ，１６２ｂのそれぞれに装着され
たバッテリパックのうち、現在電力を供給中の（充電中の）バッテリパックを示すための
ランプであり、電力を供給しているスロット１６２に点灯する。
【００９６】
　モード切替スイッチ１６６は、充電器１５１の動作モードを切替えるスイッチであり、
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DC出力端子１６４に装着されたビデオカメラに出力するモードか、または、スロット１６
２に装着されたバッテリパックの充電を行うモードのいずれかを選択するスイッチである
。
【００９７】
　充電モードランプ１６７は、充電器１５１の充電時の２個のモードを示すものである。
一方の充電モードは、急速充電モードであり、従来型のバッテリパック１１の充電用のモ
ードであり、他方は、超急速充電モードであり、SQバッテリパック１の充電用のモードで
ある。尚、超急速充電モードとは、急速充電モードと比較すると大電流で高速に充電させ
るモードである。
【００９８】
　表示部１６８は、LCD（Liquid Crystal Display）などからなり、充電状態やその他の
情報を表示する。
【００９９】
　図６は、表示部１６８の詳細を示したものである。尚、図６においては、LCDとして表
示できる部分が全て表示された状態を示している。従って、実際の表示は、図６の表示の
うちの一部が表示されることになる。
【０１００】
　充電異常表示部１８１は、表示部１６８の左上に位置している「充電異常」と示された
部分であり、装着されたSQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の充電中に異
常が感知されたとき、表示される。
【０１０１】
　充電残り時間表示部１８２は、充電残り時間を表示するものであり、「実用満充電終了
まで」とある表示のうち、実用充電時間、すなわち、使用することができる充電状態まで
の時間を表示するとき「実用充電終了まで」が表示され、完全に充電されるまでの充電時
間をしめすとき「満充電終了まで」が表示され、このとき、時間表示部１８３には、それ
ぞれの充電終了までの時間が表示される。
【０１０２】
　使用可能時間表示部１８４は、装着されたSQバッテリパック１、または、バッテリパッ
ク１１の使用可能時間を表示するとき表示され、そのとき、時間表示部１８３には、対応
する使用可能時間が表示される。
【０１０３】
　ビデオカメラ表示部１８５は、モード切替スイッチ１６６によりビデオカメラ２に電力
を供給しているモードのとき、表示される。
【０１０４】
　満充電表示部１８６は、装着されたSQバッテリパック１、または、バッテリパック１１
の充電状態が満充電（充電容量の100%）になったとき、表示される。バッテリマーク１８
７は、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の充電状態を表示するもので、
満充電に近付くに連れて、表示部分が増えるようになり、逆に、充電されている容量が少
ないとき、表示部分が減少する。
【０１０５】
　ここで、図５の充電器１５１の説明に戻る。
【０１０６】
　充電スロット表示ランプ１６９は、スロット１６２ａ，１６２ｂのそれぞれを示す２個
のランプから構成されており、現在、表示部１６８が、いずれに装着されているバッテリ
パックの情報を表示しているかを示すランプである。
【０１０７】
　表示切替ボタン１７０は、押下される毎に、表示部１６８の表示内容を変化させるボタ
ンであり、押下するごとに、表示スロット１６２の切り替え（充電スロットランプ１６９
の切替え）、充電終了までの時間表示、使用可能時間表示を切替える。
【０１０８】
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　次に、図７を参照して、スロット１６２の詳細な構成について説明する。尚、スロット
１６２ａ，１６２ｂ共に、同様の構成となっている。
【０１０９】
　スロット１６２は、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の底面１１５の
形状よりやや大に形成されている。スロット１６２は、SQバッテリパック１、または、バ
ッテリパック１１の幅方向の両側面に対向する各側面に、載置面２０８に隣接して、SQバ
ッテリパック１、または、バッテリパック１１の各ガイド溝１０２にそれぞれ係合する一
対のガイド凸部２０１ａ，２０１ｂを備える。尚、図示しないが、ガイド部２０１ａ，２
０１ｂは、スロット１６２の矢印Ａ方向に垂直方向に対向する位置にさらに２個設けられ
ている。
【０１１０】
　スロット１６２は、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の装着の際に、
ケース１０１の各ガイド溝１０２にガイド凸部２０１がそれぞれ挿入されることによって
、ケース１０１の底面１１５を載置面２０８に略平行とさせて挿入方向をガイドするとと
もに、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１を保持する。
【０１１１】
　SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の装着時にその前面部１１１に対向
するスロットの突当面２０５側には、接続端子２０２，２０３、および、通信端子２０４
が配設されている。これらの端子は、通常、端子シャッタ１６１が、矢印Ａ方向の対向方
向に、規制凸部２０６，２０７のＬ字状となった、図中の右側面と同じ位置まで、スライ
ドした状態となることにより覆われており、衝撃などから保護されている。尚、図７にお
いては、端子シャッタ１６８が、図中矢印Ａ方向にスライドし、充電器１５１本体に収納
された状態を示している。
【０１１２】
　接続端子２０２，２０３は、スロット１６２の幅方向の両側に位置してそれぞれ設けら
れ、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の入出力端子１１２，１１３にそ
れぞれ接続される。通信端子２０４は、スロット１６２の幅方向の略中央に位置して、バ
ッテリパック１の通信端子１１４に接続される。接続端子２０２，２０３、および、通信
端子２０４は、スロット１６２の突当面２０５に、SQバッテリパック１、または、バッテ
リパック１１の底面１１５に平行とされるとともに、SQバッテリパック１、または、バッ
テリパック１１の長手方向と平行にそれぞれ設けられている。
【０１１３】
　また、スロット１６２には、突当面２０５と載置面２０８とに跨って、SQバッテリパッ
ク１、または、バッテリパック１１の各規制凹部１１６，１１７にそれぞれ係合する一対
の規制凸部２０６，２０７が、幅方向にほぼ中心線に対して線対称にそれぞれ一体に形成
されている。
【０１１４】
　これら各規制凸部２０６，２０７は、載置面２０８に直交して形成された第１の部分と
、この第１の部分に直交して形成された第２の部分とを有しており、断面略Ｌ字状を呈し
て形成されている。これら各規制凸部２０６，２０７は、SQバッテリパック１、または、
バッテリパック１１の底面１１５がスロット１６２の載置面２０８に対して幅方向に傾斜
された状態とされることを規制する。
【０１１５】
　また、スロット１６２には、突当面２０５と載置面２０８とに跨って、通信端子２０４
に隣接する位置に、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の挿入方向をガイ
ドするガイド凸部２１０が一体に形成されている。このガイド凸部２１０は、図７に示す
ように、載置面２０８の長手方向と平行に形成されており、装着されるSQバッテリパック
１、または、バッテリパック１１の底面１１５のガイド溝１２０に係合する位置に形成さ
れている。
【０１１６】
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　また、スロット１６２には、突当面２０５と載置面２０８とに跨って、SQバッテリパッ
ク１、または、バッテリパック１１の装着方向をガイドするガイド凸部２１１が、載置面
２０８の長手方向と平行に一体に形成されている。このガイド凸部２１１は、SQバッテリ
パック１、または、バッテリパック１１のガイド溝１２２に係合することによって、装着
方向をガイドする。
【０１１７】
　また、スロット１６２の幅方向の両側面に、規制溝１２３に係合する規制爪２０９がそ
れぞれ一体に突出形成されている。規制爪２０９は、載置面２０８に平行とされるととも
に、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の長手方向に平行に形成されてい
る。尚、規制爪２０９は、矢印Ａ方向と垂直方向にスロット１６２の対向する面に、図示
しないが、さらに、もう１個形成されている。
【０１１８】
　また、スロット１６２には、載置面２０８の略中央に、SQバッテリパック１、または、
バッテリパック１１が充電可能か否かを識別する識別用凹部１１８に係合する識別用凸部
２１２が一体に形成されている。この識別用凸部２１２は、略直方体状に形成されている
。この識別用凸部２１２の先端部には、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１
１の識別溝１１９に係合する凸片２１２ａが一体に形成されている。そして、この識別用
凸部２１２は、図７に示すように、載置面２０８の幅方向に平行な寸法が、SQバッテリパ
ック１、または、バッテリパック１１の識別用凹部１１８の幅Ｗ0より小とされた幅Ｗ1に
形成されており、識別用凹部１１８に挿入可能とされている。また、識別用凸部２１２は
、突当面２０５から直交する方向に所定の距離だけ隔てた位置に形成されている。
【０１１９】
　充電ON/OFFスイッチ２１３は、バネ状のスイッチであり、SQバッテリパック１、または
、バッテリパック１１がスロット１６２に装着される際、SQバッテリパック１、または、
バッテリパック１１が載置面２０８上に底面部１１５と接するように載置され、さらに、
図中矢印Ａ方向にスライドしながら底面部１１５により、充電ON/OFFスイッチ２１３のバ
ネの反発力以上に押圧されると、ONにされ、充電の開始をマイクロコンピュータ１２７１
（図１２）に出力する。
【０１２０】
　バッテリパック種別判定スイッチ２１４は、バネ状のスイッチであり、装着されたバッ
テリパックが従来型のバッテリパック１１か、または、SQバッテリパック１であるかを識
別するスイッチである。例えば、図８に示すように、SQバッテリパック１が装着される場
合、SQバッテリパック１のバッテリパック種別判定スイッチ２１４に対応する位置には、
バッテリパック種別判定用凹部１３１が設けられており、この凹部のため、図９に示すよ
うに、バッテリパック種別判定スイッチ２１４は、SQバッテリパック１の底面部１１５に
より押圧されない。このとき、接点２４１ａ，２４１ｂは、バネ２４２の図中上方向の反
発力により、接触したままの状態となり、通電している情報が、マイクロコンピュータ１
２７１（図１２）に通知されることにより、後述する充電時には、装着されたバッテリパ
ックが、SQバッテリパック１であることを認識させる。尚、バッテリパック種別判定スイ
ッチ２１４は、接点２４１ａ，２４１ｂが接触しているとき、OFFであると判定する。
【０１２１】
　一方、図１０に示すように、従来型のバッテリパック１１が装着されると、バッテリパ
ック１１のバッテリパック種別判定スイッチ２１４に対応する位置には、図４に示した凹
部のないBの部分が、図中矢印A方向にスライドするため、底面部１１５が、図１１に示す
ように、バネ２４２の図中上方向の反発力以上の力で、バッテリパック種別判定スイッチ
２１４を押圧する。このとき、接点２４１ａ，２４１ｂは非接触の状態となり、通電しな
い状態となり、この情報が、マイクロコンピュータ１２７１（図１２）に通知されること
により、後述する充電時には、装着されたバッテリパックが、従来型のバッテリパック１
１であることを認識させる。尚、バッテリパック種別判定スイッチ２１４は、接点２４１
ａ，２４１ｂが非接触の状態のとき、ONであると判定する。
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【０１２２】
　以上の構成により、バッテリパック種別判定スイッチ２１４は、押下されるが、充電ON
/OFFスイッチ２１３も、同様な原理的により押下される。ただし、SQバッテリパック１も
、従来型のバッテリパック１も、対応する位置に凹部が構成されていないので、SQバッテ
リパック１か、または、バッテリパック１のいずれが装着されても、必ずONになる。図８
、または、図１０に示すように、バッテリパック種別判定スイッチ２１４は、充電ON/OFF
スイッチ２１３よりも図中距離L1だけ突当面２０５より離れた位置に設けられている。こ
のため、例えば、バッテリパック１１が装着される場合、バッテリパック種別判定スイッ
チ２１４は、充電ON/OFFスイッチ２１３よりも早いタイミングで押下される。その結果、
充電ON/OFFスイッチ２１３が押下されて、充電が開始されるよりも先に、バッテリパック
の種別を判別することができ、これに応じて、充電モードを急速充電モードに切替えるこ
とができるので、バッテリパック１１に対して、SQバッテリパック１に供給する超急速充
電モードの大電流を印加させずに済み、過電流によるバッテリパック１１の破損を防止す
ることができる。
【０１２３】
　また、図９，図１１に示すようなスイッチの構成にすることにより、例えば、スイッチ
のバネ２４２が、連続的にバッテリパック１１の底面部１１５に押圧されつづけて、図中
上方向の反発力が低下した場合、接点２４１ａ，２４１ｂが、非接触の状態となることが
予想される。しかしながら、バネの反発力が低下しても、バッテリパック種別判定スイッ
チ２１４は、ONの状態が維持されるだけなので、急速充電モードが維持されることになる
ので、従来型のバッテリパック１１が装着されても、過電流による破損を防止することが
できる。
【０１２４】
　以上のようにスロット１６２が構成されることによって、SQバッテリパック１、または
、バッテリパック１１は、充電器１５１に対して装着可能となる。
【０１２５】
　なお、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１を装着するビデオカメラ２の
バッテリ装着部３も、スロット１６２と同様の構成となっている。
【０１２６】
　次に、図１２を参照して、SQバッテリパック１、および、充電器１５１の電気的構成例
（第１の構成例）について説明する。尚、図１２には、スロット１６２ａ，１６２ｂのい
ずれにもSQバッテリパック１を装着しているが、いずれの構成も同様である。
【０１２７】
　SQバッテリパック１のバッテリセル１２５１は、入出力端子１１２，１１３より充電器
１５１から供給される電力を蓄えるセルである。
【０１２８】
　マイクロコンピュータ１２５２は、CPU（Central Processing Unit）、RAM（Random Ac
cess Memory）、および、ROM（Read Only Memory）より構成され、reg（regulator）１２
５３を介して供給される電力により駆動する。マイクロコンピュータ１２５２は、バッテ
リセル１２５１の充電状態の他、SQバッテリパック１内の各種の情報を集めると共に、通
信回路１２５４を制御して、通信端子１１４を介して、充電器１５１に情報を供給する。
【０１２９】
　尚、従来型のバッテリパック１１も同様の構成であるが、バッテリセル１２５１の特性
が異なり、SQバッテリパック１に比べて、大電流での充電ができない。
【０１３０】
　次に、充電器１５１の電気的構成例（第１の構成例）について説明する。
【０１３１】
　充電器１５１のマイクロコンピュータ１２７１は、CPU、RAM、および、ROMから構成さ
れており、充電器１５１の各種の処理を実行すると共に、各種の情報を表示部１６８に表
示させる。通信回路１２７２は、マイクロコンピュータ１２７１により制御され、通信切
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替器１２７３により、スロット１６２ａ、または、１６２ｂに装着されたSQバッテリパッ
ク１ａ、または、１ｂのいずれかと通信する。
【０１３２】
　充電切替スイッチ１２７４は、マイクロコンピュータ１２７１により制御され、充電の
開始時に、休止状態の端子である端子１２７４ａから、充電するスロット１６２ａ、また
は、１６２ｂのいずれかに対応する、端子１２７４ｂ、または、端子１２７４ｃのいずれ
かの切替える。
【０１３３】
　充電モード切替スイッチ１２７５は、マイクロコンピュータ１２７１により制御され、
バッテリパック種別判定スイッチ２１４のONまたはOFFに応じた充電モードに切替える。
すなわち、充電モード切替スイッチ１２７５は、スロット１６２に装着されたバッテリパ
ックの種類に応じて、充電時に、休止状態の端子１２７５ａから、バッテリパック１１の
場合、急速充電モード電源１２７７に接続する端子１２７５ｃに切替えられ、SQバッテリ
パック１の場合、超急速充電モード電源１２７６に接続する端子１２７５ｃに切替えられ
る。
【０１３４】
　次に、図１３のフローチャートを参照して、充電器１５１のスロット１６２ａにSQバッ
テリパック１、または、バッテリパック１１を装着して、充電させる場合の充電制御処理
について説明する。
【０１３５】
　ステップＳ１において、マイクロコンピュータ１２７１は、バッテリパック種別判定ス
イッチ２１４がONになっているか否かを判定し、例えば、図８，図９に示すように、ONに
なっていないと判定した場合、その処理は、ステップＳ２に進む。
【０１３６】
　ステップＳ２において、マイクロコンピュータ１２７１は、装着されたバッテリパック
がSQバッテリパック１であるとみなし、充電モード切替スイッチ１２７５を制御して、端
子１２７５ａから端子１２７５ｂに切替え、超急速充電モード電源１２７６に接続する。
【０１３７】
　ステップＳ３において、マイクロコンピュータ１２７１は、充電ON/OFFスイッチ２１３
がONになっているか否かを判定し、ONになっていると判定した場合、ステップＳ４におい
て、充電切替スイッチを休止状態の端子１２７４ａから端子１２７４ｂに切替え、SQバッ
テリパック１への充電を開始する。
【０１３８】
　ステップＳ５において、マイクロコンピュータ１２７１は、通信回路１２７２、通信切
替器１２７３、通信端子２０４，１１４を介して、マイクロコンピュータ１２５２と通信
し、充電が完了したか否かを判定し、充電が完了するまでその処理を繰り返し、充電が完
了したと判定した場合、ステップＳ６において、充電切替スイッチ１２７４を制御して、
端子１２７４ｂから端子１２７４ａに切替えると共に、充電モード切替スイッチ１２７５
を、端子１２７５ｂから端子１２７５ａに切替え、その処理は、ステップＳ１に戻る。
【０１３９】
　また、ステップＳ１において、例えば、図１０，図１１に示すように、ONになっている
と判定した場合、ステップＳ７において、マイクロコンピュータ１２７１は、装着された
バッテリパックが従来型のバッテリパック１１であるとみなし、充電モード切替スイッチ
を制御して、端子１２７５ａから端子１２７５ｃに切替え、それ以降の処理を繰り返す。
【０１４０】
　ステップＳ３において、充電ON/OFFスイッチ２１３がONではない、すなわち、OFFであ
ると判定された場合、その処理は、ステップＳ１に戻り、それ以降の処理が繰り返される
。
【０１４１】
　尚、スロット１６２ｂにSQバッテリパック１、または、バッテリパック１１を装着して
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充電した場合も同様の処理であるので、その説明は省略する。
【０１４２】
　以上の説明においては、バッテリパックの種別を識別するバッテリパック種別識別判定
用凹部１３１をガイド部１２２と規制凹部１１７に跨ぐ部分に設けていたが、この場所に
限らず、例えば、図１４に示すように小ロック用凹部１２４の一部にバッテリパック種別
識別判定用凹部１３１ａを設けるようにしても良いし、また、図１５に示すように、ガイ
ド溝１０２を構成する凸部を一部削るようにして、バッテリパック種別識別判定用凹部１
３１ｂを設けても良い。尚、その場合、対応するスロット１６２の載置面２０８上に、バ
ッテリパック種別判定スイッチ２１４を設けることになる。
【０１４３】
　また、以上においては、バッテリパックの種別として、SQバッテリパック１、または、
バッテリパック１１の２種類に付いて説明してきたが、例えば、上記の図３，図１４、ま
たは、図１５に示したバッテリパック種別識別判定用凹部１３１，１３１ａ，１３１ｂの
有無を組み合わせるようにすることで、さらに、多くの種別のバッテリパックを識別する
ことが可能となる。
【０１４４】
　以上により、バッテリパックの種別を判定し、適正な充電モードでバッテリパックを充
電することが可能となる。
【０１４５】
　以上においては、バッテリパックの形状に基づいて、バッテリパックの充電モードを識
別する例について説明してきたが、その他の方法でバッテリパックの充電モードを識別す
るようにしてもよく、例えば、バッテリパックに充電モードの情報を記憶させ、この情報
に基づいて充電モードを切り替えるようにしても良い。
【０１４６】
　そこで、次に、図１６を参照して、バッテリパックに充電モードの情報を記憶させ、こ
の情報に基づいて充電モードを切り替えるときの、SQバッテリパック１、バッテリパック
１１、および、充電器１５１のその他の電気的構成例（第２の構成例）について説明する
。尚、図１６においては、スロット１６２ａに、SQバッテリパック１が、スロット１６２
ｂにはバッテリパック１１が装着されている。
【０１４７】
　SQバッテリパック１のバッテリセル２２５１は、入出力端子１１２，１１３より充電器
１５１から供給される電力を蓄えるセルである。
【０１４８】
　マイクロコンピュータ２２５２は、CPU、RAM、および、ROMより構成され、reg２２５３
を介して供給される電力により駆動する。マイクロコンピュータ２２５２は、バッテリセ
ル２２５１の充電状態の他、SQバッテリパック１内の各種の情報を集めると共に、通信回
路２２５４を制御して、通信端子１１４を介して、充電器１５１に情報を供給する。
【０１４９】
　EEPROM（Electrically Erasable Programmable Read-Only Memory）２２５５は、制御
データとして、充電に最適な充電モードデータが製造時に記憶されている。従って、SQバ
ッテリパック１の場合、EEPROM２２５５ａには、最適な充電モードデータとして、超急速
充電モードが記録されていることになる。
【０１５０】
　尚、従来型のバッテリパック１１は、SQバッテリパック１と同様の構成であるが、バッ
テリセル２２５１ａと２２５１ｂでは、その特性が異なり、SQバッテリパック１に比べて
、大電流での充電ができないので、超高速充電モードによる充電ができない。
【０１５１】
　次に、充電器１５１の電気的構成例（第２の構成例）について説明する。
【０１５２】
　充電器１５１のマイクロコンピュータ２２７１は、CPU、RAM、および、ROMから構成さ
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れており、充電器１５１の各種の処理を実行すると共に、各種の情報を表示部１６８に表
示させる。また、マイクロコンピュータ２２７１は、通信回路２２７２を制御して、通信
切替器２２７３を介して、さらに、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１の
通信回路２２５４ａ、または、２２５４ｂを介して、マイクロコンピュータ２２５２と通
信し、充電モードデータを含む制御データを取得する。
【０１５３】
　マイクロコンピュータ２２７１は、充電ON/OFFスイッチ２１３がONであるいか否かに応
じて、充電切替スイッチ２２７４を制御し、充電しようとするスロット１６２の端子に切
り替える。すなわち、充電の開始時に、休止状態の端子である端子２２７４ａから、充電
するスロット１６２ａ、または、１６２ｂのいずれかに対応する、端子２２７４ｂ、また
は、端子２２７４ｃのいずれかに切替える。
【０１５４】
　マイクロコンピュータ２２７１は、内蔵するROMに図１７に示すようなテーブルを記憶
しており、バッテリパック種別判定スイッチ２１４がONであるいか否かの情報と、バッテ
リパックとの通信により得られる制御データ中の充電モードデータの有無の情報に基づい
て、充電モード切替スイッチ２２７５を制御する。すなわち、バッテリパック種別判定ス
イッチ２１４がONで、かつ、通信により充電モードデータが取得できれば、充電しようと
するバッテリパックは、SQバッテリパック１であると判定し、充電モード切替スイッチ２
２７５を休止状態の端子２２７５ａから超急速充電モード電源２２７６に接続する端子２
２７５ｂに切替える。また、それ以外の場合、すなわち、バッテリパック種別判定スイッ
チ２１４がONではないか、または、通信により充電モードデータが取得できなかった場合
、充電モード切替スイッチ２２７５を端子２２７５ｃに接続し、急速充電モード電源２２
７７に切替える。さらに、充電モード切替スイッチ２２７５が端子２２７５ｄに切替えら
れたとき、AC電源２２７８は、外部の図示せぬAC入力端子より供給される電力をDCに変換
し、SQバッテリパック１に供給する。
【０１５５】
　次に、図１８のフローチャートを参照して、充電器１５１のスロット１６２ａにSQバッ
テリパック１、または、バッテリパック１１を装着して、充電させる場合の充電制御処理
について説明する。
【０１５６】
　ステップＳ３１において、マイクロコンピュータ２２７１は、バッテリパック種別判定
スイッチ２１４がONになっているか否かを判定し、例えば、図８，図９に示すように、ON
になっていない（OFFになっている）と判定した場合、その処理は、ステップＳ３２に進
む。
【０１５７】
　ステップＳ３２において、マイクロコンピュータ２２７１は、通信回路２２７２を制御
して、通信切替器２２７３を介して、SQバッテリパック１、または、バッテリパック１１
のマイクロコンピュータ２２５２にEEPROM２２５５に記憶されている制御データに含まれ
た充電モードデータを要求する。
【０１５８】
　ここで、図１９のフローチャートを参照して、SQバッテリパック１、または、バッテリ
パック１１の充電モードデータの送信処理について説明する。
【０１５９】
　ステップＳ５１において、マイクロコンピュータ２２５２は、通信回路２２５４を介し
て、充電器１５１のマイクロコンピュータ２２７１から充電モードデータの要求があった
か否かを判定し、要求があるまでその処理を繰り返す。ステップＳ５１において、充電モ
ードデータの要求があると判定された場合、ステップＳ５２において、マイクロコンピュ
ータ２２５２は、EEPROM２２５５にアクセスして、制御データの充電モードデータの有無
を確認する。例えば、SQバッテリパック１の場合、EEPROM２２５５には、充電モードデー
タが制御データとして記憶されているので、充電モードデータがあると判定され、その処
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理は、ステップＳ５３に進む。
【０１６０】
　ステップＳ５３において、マイクロコンピュータ２２５２は、通信回路２２５４を制御
して、充電モードデータを充電器１５１のマイクロコンピュータ２２７１に送信する。
【０１６１】
　ステップＳ５２において、例えば、従来のバッテリパック１１の場合、充電モードデー
タは記録されていないので、ステップＳ５４において、マイクロコンピュータ２２５２は
、充電モードデータが存在しないことを、通信回路２２５４を制御して、充電器１５１の
マイクロコンピュータ２２７１に送信し、その処理は、ステップＳ５１に戻り、それ以降
の処理が繰り返される。
【０１６２】
　ここで、図１８のフローチャートの説明に戻る。
【０１６３】
　ステップＳ３３において、マイクロコンピュータ２２７１は、スロット１６２ａに装着
されているSQバッテリパック１、または、バッテリパック１１からの応答により、通信が
可能であるか否かを判定し、通信が可能であると判定した場合、その処理は、ステップＳ
３４に進む。
【０１６４】
　ステップＳ３４において、マイクロコンピュータ２２７１は、通信により充電モードデ
ータが取得できるか否かにより、取得できた場合、その処理は、ステップＳ３５に進む。
【０１６５】
　ステップＳ３５において、マイクロコンピュータ２２７１は、ROMに記憶されている図
１７に示したテーブルを参照して、装着されたバッテリパックがSQバッテリパック１であ
るとみなし、充電モード切替スイッチ２２７５を制御して、端子２２７５ａから端子２２
７５ｂに切替え、超急速充電モード電源２２７６に接続する。
【０１６６】
　ステップＳ３６において、マイクロコンピュータ２２７１は、充電ON/OFFスイッチ２１
３がONになっているか否かを判定し、ONになっていると判定した場合、ステップＳ３７に
おいて、充電切替スイッチを休止状態の端子２２７４ａから端子２２７４ｂに切替え、SQ
バッテリパック１への充電を開始する。
【０１６７】
　ステップＳ３８において、マイクロコンピュータ２２７１は、通信回路２２７２、通信
切替器２２７３、通信端子２０４，１１４を介して、SQバッテリパック１のマイクロコン
ピュータ２２５２と通信し、充電が完了したか否かを判定し、充電が完了するまでその処
理を繰り返し、充電が完了したと判定した場合、ステップＳ３９において、充電切替スイ
ッチ２２７４を制御して、端子２２７４ｂから休止状態の端子２２７４ａに切替えると共
に、充電モード切替スイッチ２２７５を、端子２２７５ｂから端子２２７５ａに切替え、
その処理は、ステップＳ３１に戻る。
【０１６８】
　また、ステップＳ３１において、例えば、図１０，図１１に示すように、ONになってい
ると判定した場合、ステップＳ４０において、マイクロコンピュータ２２７１は、ROMに
記憶されている図１７に示したテーブルを参照して、装着されたバッテリパックが従来型
のバッテリパック１１であるとみなし、充電モード切替スイッチ２２７５を制御して、端
子２２７５ａから端子２２７５ｃに切替え、それ以降の処理を繰り返す。
【０１６９】
　ステップＳ３３において、通信が可能ではないと判定された場合、ステップＳ４１にお
いて、マイクロコンピュータ２２７１は、通信のリトライを１０回行ったか否かを判定し
、リトライを１０回行っていない場合、その処理は、ステップＳ３２に戻る。すなわち、
１０回の通信リトライが繰り返されるまでは、ステップＳ３２，Ｓ３３，Ｓ４１の処理が
繰り返される。ステップＳ４１において、リトライが１０回であると判定された場合、ス
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テップＳ４２において、マイクロコンピュータ２２７１は、表示部１６８を制御して、エ
ラーを表示し、その処理は、ステップＳ３１に戻る。
【０１７０】
　ステップＳ３６において、充電ON/OFFスイッチ２１３がONではない、すなわち、OFFで
あると判定された場合、その処理は、ステップＳ３１に戻り、それ以降の処理が繰り返さ
れる。
【０１７１】
　尚、スロット１６２ｂにSQバッテリパック１、または、バッテリパック１１を装着して
充電した場合も同様の処理であるので、その説明は省略する。
【０１７２】
　以上においては、充電モードデータをEEPROM２２５５に記憶させる例について、説明し
てきたが、EEPROMに限らず、充電モードデータが記憶できるものであれば良く、フラッシ
ュメモリやROMに書込むようにしても良い。
【０１７３】
　また、以上によれば、バッテリパック種別判定用凹部１３１、および、バッテリパック
種別判定スイッチ２１４による機械的なバッテリパックの種別判定と、SQバッテリパック
１のEEPROM２２５５に記憶された充電モードデータの有無による電気的なバッテリパック
の種別判定による、２重のバッテリパックの種別判定が可能となり、バッテリパック種別
判定用凹部１３１、および、バッテリパック種別判定スイッチ２１４にゴミ等が付着によ
る読み取りエラーや、故意に発生させられたエラーや、あるいは、電気的なノイズによる
充電モードデータの読み取りエラーが生じた場合でも、従来型のバッテリパック１１への
過電流による破損を防止することができる。
【０１７４】
　また、製造時に、形状が類似した従来型のバッテリパック１１と、SQバッテリパック１
が混在してしまうような事態が生じてもバッテリパックを充電器１５１に装着させるだけ
で、種別を判定させることができる。
【０１７５】
　以上により、バッテリパックの種別を判定し、適正な充電モードでバッテリパックを充
電することが可能となり、過電流によるバッテリパックの破損を防止することができる。
【０１７６】
　以上においては、バッテリパックの充電モードをバッテリパックに予め記憶させておき
、その情報に基づいてバッテリパックへの充電モードを切り替えるようにした例について
説明してきたが、温度の条件によりバッテリパックへの充電モードを切り替えるようにし
ても良い。
【０１７７】
　そこで、次に、図２０を参照して、温度の条件によりバッテリパックへの充電モードを
切り替えるときの、SQバッテリパック１、および、充電器１５１のさらにその他の電気的
構成例（第３の構成例）について説明する。尚、図２０には、スロット１６２ａ，１６２
ｂのいずれにもSQバッテリパック１を装着しているが、いずれの構成も同様である。
【０１７８】
　SQバッテリパック１のバッテリセル３２５１は、入出力端子１１２，１１３より充電器
１５１から供給される電力を蓄えるセルである。
【０１７９】
　マイクロコンピュータ３２５２は、CPU、RAM、および、ROMより構成され、reg３２５３
を介して供給される電力により駆動する。マイクロコンピュータ３２５２は、バッテリセ
ル３２５１の充電状態の他、SQバッテリパック１内の各種の情報を集めると共に、通信回
路３２５４を制御して、通信端子１１４を介して、充電器１５１に情報を供給する。サー
ミスタ３２５２は、マイクロコンピュータ３２５２により制御され、SQバッテリパック１
の周辺温度TBを計測し、出力する。
【０１８０】
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　尚、従来型のバッテリパック１１は、同様の構成であるが、バッテリセル３２５１の特
性が異なり、SQバッテリパック１に比べて、大電流での充電ができない。
【０１８１】
　次に、充電器１５１の電気的構成例（第３の構成例）について説明する。
【０１８２】
　充電器１５１のマイクロコンピュータは、CPU、RAM、および、ROMから構成されており
、充電器１５１の各種の処理を実行すると共に、各種の情報を表示部１６８に表示させる
。通信回路３２７２は、マイクロコンピュータ３２７１により制御され、通信切替器３２
７３により、スロット１６２ａ、または、１６２ｂに装着されたSQバッテリパック１ａ、
または、１ｂのいずれかと通信する。
【０１８３】
　充電切替スイッチ３２７４は、マイクロコンピュータ３２７１により制御され、充電の
開始時に、休止状態の端子である端子３２７４ａから、充電するスロット１６２ａ、また
は、１６２ｂのいずれかに対応する、端子３２７４ｂ、または、端子３２７４ｃのいずれ
かの切替える。
【０１８４】
　充電モード切替スイッチ３２７５は、マイクロコンピュータ３２７１により制御され、
バッテリパック種別判定スイッチ２１４のONまたはOFFに応じた充電モードに切替える。
すなわち、充電モード切替スイッチ３２７５は、スロット１６２に装着されたバッテリパ
ックの種類に応じて、充電時に、休止状態の端子３２７５ａから、バッテリパック１１の
場合、急速充電モード電源３２７７に接続する端子３２７５ｃに切替えられ、SQバッテリ
パック１の場合、超急速充電モード電源３２７６に接続する端子３２７５ｂに切替えられ
る。また、SQバッテリパック１のサーミスタ３２５５により計測されるバッテリパック周
辺温度TBが、設定された温度範囲ではない場合、充電モード切替スイッチ３２７５は、低
電流充電モード電源３２７８に切替えられる。低電流充電モード電源３２７８は、急速充
電モード電源３２７７や超急速充電モード電源３２７６と比較して、充電電流が小さい電
源である。SQバッテリパック１、および、バッテリパック１１は、温度適正範囲が設定さ
れており、それ以外の範囲で充電されると、過電流と同様の現象を起こすことが知られて
おり、この低電流充電モード電源３２７８は、この現象を回避するために、充電電流値を
小さくして充電させる電源である。さらに、充電モード切替スイッチ３２７５が端子３２
７５ｅに切替えられたとき、AC電源３２８０は、外部の図示せぬAC入力端子より供給され
る電力をDCに変換し、SQバッテリパック１に供給する。
【０１８５】
　サーミスタ３２７９は、マイクロコンピュータ３２７１により制御され、充電器１５１
の周辺温度を計測し、マイクロコンピュータ３２７１に出力する。
【０１８６】
　次に、図２１のフローチャートを参照して、充電器１５１のスロット１６２ａにSQバッ
テリパック１を装着して、充電させる場合の充電制御処理について説明する。
【０１８７】
　ステップＳ７１において、マイクロコンピュータ３２７１は、サーミスタ３２７９を制
御して、充電器周辺温度TCを取得し、充電器周辺温度の上限温度TCU（充電器周辺温度の
上限温度TCUは、例えば、６５℃に設定される）未満であるか否かを判定する。例えば、
充電器周辺温度TCが、その上限温度TCU未満であると判定された場合、ステップＳ７２に
おいて、マイクロコンピュータ３２７１は、通信回路３２７２を制御して、スロット１６
２ａに装着されているSQバッテリパック１ａの通信回路３２５４ａに対して、バッテリパ
ック周辺温度TBを要求し、取得して、バッテリパック周辺温度TBが、上限温度TBU（上限
温度TBUは、例えば、６５℃に設定される）と下限温度TBL（下限温度TBLは、例えば、０
℃に設定される）の範囲内であるか否かを判定する。
【０１８８】
　ここで、図２２のフローチャートを参照して、SQバッテリパック１ａが、充電器１５１
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のマイクロコンピュータ３２７１からバッテリパック周辺温度TBの要求を受けて、周辺温
度TBを送信する処理について説明する。
【０１８９】
　ステップＳ１０１において、マイクロコンピュータ３２５２ａは、充電器１５１からバ
ッテリパック周辺温度TBの要求を受けたか否かを判定し、例えば、図２１のフローチャー
トのステップＳ７２の処理により、バッテリパックの周辺温度TBの要求があったと判定し
た場合、ステップＳ１０２において、サーミスタ３２５５ａが計測したバッテリパック周
辺温度TBを読み出す。
【０１９０】
　ステップＳ１０３において、マイクロコンピュータ３２５２は、通信回路３２５４を制
御して、読み取ったバッテリパック周辺温度TBを充電器１５１に送信し、その処理は、ス
テップＳ１０１に戻り、それ以降の処理が繰り返される。
【０１９１】
　尚、以下において、SQバッテリパック１が、バッテリパック周辺温度TBを送信する処理
は、同様であるので、その説明は省略する。
【０１９２】
　ここで、図２１のフローチャートの説明に戻る。
【０１９３】
　ステップＳ７２において、バッテリパック周辺温度TBが、上限温度TBUと下限温度TBLの
範囲内であると判定された場合、ステップＳ７３において、マイクロコンピュータ３２７
１は、充電モード切替スイッチ３２７５を制御して、休止状態の端子３２７５ａから端子
３２７５ｂに切替える。
【０１９４】
　ステップＳ７４において、マイクロコンピュータ３２７１は、充電ON/OFFスイッチ２１
３がONであるか否かを判定し、例えば、ONであると判定された場合、その処理は、ステッ
プＳ７５に進む。
【０１９５】
　ステップＳ７５において、充電切替スイッチ３２７４が、ONとなっているか、すなわち
、スロット１６２ａへの電力供給するために、充電切替スイッチ３２７４が、端子３２７
４ｂに切替えられているか否かを判定する。例えば、最初の処理である場合、すなわち、
充電切替スイッチ３２７４が休止状態の端子３２７４ａに接続されていた場合、充電切替
スイッチ３２７４は、ＯＮではないと判定され、ステップＳ７６において、マイクロコン
ピュータ３２７１は、充電切替スイッチ３２７４を制御して、端子３２７４ｂに接続し、
ONにする。
【０１９６】
　ステップＳ７７において、マイクロコンピュータ３２７１は、サーミスタ３２７９を制
御して、充電器周辺温度TCを取得し、その上限温度TCU未満であるか否かを判定し、上限
温度未満であると判定した場合、その処理は、ステップＳ７８に進む。
【０１９７】
　ステップＳ７８において、マイクロコンピュータ３２７１は、通信回路３２７２を制御
して、バッテリパック周辺温度TBを取得して、バッテリパック周辺温度TBが、上限温度TB
Uと下限温度TBLの範囲内であるか否かを判定し、範囲内であると判定した場合、その処理
は、ステップＳ７９に進む。
【０１９８】
　ステップＳ７９において、マイクロコンピュータ３２７１は、通信回路３２７２、通信
切替器３２７３、通信端子２０４，１１４を介して、マイクロコンピュータ３２５２ａと
通信し、充電が完了したか否かを判定し、充電が完了したと判定した場合、ステップＳ８
０において、充電モード切替スイッチ３２７５を端子３２７５ａに切替えて、OFF（休止
）にし、さらに、充電切替スイッチ３２７４を端子３２７４ａに切替え、充電を終了する
。
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【０１９９】
　ステップＳ７１において、充電器周辺温度TCが、その上限温度TCU未満ではないと判定
された場合、ステップＳ１１において、マイクロコンピュータ３２７１は、表示部１６８
を制御して、充電異常表示部１８１を表示させ、「充電異常」が生じたことを表示して、
それ以降の処理が繰り返される。すなわち、この場合、マイクロコンピュータ３２７１は
、充電を中止する。
【０２００】
　ステップＳ７２において、バッテリパック周辺温度TBが、その上限温度TBUと下限温度T
BLの範囲内ではないと判定された場合、ステップＳ８２において、マイクロコンピュータ
３２７１は、バッテリパック周辺温度TBが、その下限温度TBL未満であるか否かを判定す
る。
【０２０１】
　ステップＳ８２において、バッテリパック周辺温度TBが、その下限温度TBL未満である
と判定された場合、ステップＳ８３において、マイクロコンピュータ３２７１は、表示部
１６８を制御して、図２３に示すような、Lowerを示す「Lo」が表示され、適正温度範囲
よりも低温であることにより、現在低電流充電モードで充電中であることを示す表示をさ
せる。
【０２０２】
　ステップＳ８５において、マイクロコンピュータ３２７１は、充電モード切替スイッチ
３２７５を制御して、端子３２７５ｃに接続し、低電流充電モード電源３２７８に切替え
、それ以降の処理を繰り返す。
【０２０３】
　ステップＳ８２において、バッテリパック周辺温度TBが、その下限温度TBL未満ではな
いと判定された場合、すなわち、バッテリパック周辺温度TBが、その下限温度TBU以上で
あると判定された場合、ステップＳ８４において、マイクロコンピュータ３２７１は、表
示部１６８を制御して、図２４に示すような、Higherを示す「Hi」を表示し、適正温度範
囲よりも高温であることにより、現在低電流充電モードで充電中であることを示す表示を
させる。
【０２０４】
　ステップＳ７４において、充電ON/OFFスイッチ２１３がONになっていないと判定された
場合、ステップＳ７５乃至Ｓ７９の処理がスキップされて、その処理は、ステップＳ８０
に進み、充電が中止される。
【０２０５】
　ステップＳ７５において、充電切替スイッチ３２７４がONであると判定された場合、ス
テップＳ７６の処理は、スキップされる。すなわち、既に、充電中であるとみなされ、充
電切替スイッチ３２７４は、その状態が維持される。
【０２０６】
　ステップＳ７７において、充電器周辺温度TCが、その上限温度TCU未満ではないと判定
された場合、その処理は、ステップＳ８１に進む。
【０２０７】
　ステップＳ７８において、バッテリパック周辺温度TBが、その上限温度TBUと下限温度T
BLの範囲内ではないと判定された場合、ステップＳ８６において、マイクロコンピュータ
３２７１は、充電モード切替スイッチ３２７５が、現在低電流充電モード電源３２７８に
接続されているか否かを判定し、低電流充電モード電源３２７８に接続されていると判定
されたとき、その処理は、ステップＳ７９に戻り、低電流充電モード電源３２７８に接続
されていないと判定されたとき、その処理は、ステップＳ８２に戻る。
【０２０８】
　すなわち、低電流充電モードにおける充電制御処理は、バッテリパック周辺温度による
制限が無いので、元の処理へと戻される。また、ステップＳ８６の処理で、低電流充電モ
ード電源３２７８に接続されていないということは、超急速充電モード電源３２７６に接
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続されていることになるので、ステップＳ８２以降の処理に戻り、低電流充電モード充電
を実行する。
【０２０９】
　以上においては、温度条件により低電流モードによる充電に切替える例について説明し
てきたが、これ以外の充電モードを設定してもよく、その場合、充電電圧や充電電流を様
々に変化させ、温度条件に適合した最大電圧と最大電流を電源として設定することで、バ
ッテリパックの充電容量を低下させることなく、高速で充電することが可能となる。
【０２１０】
　以上によれば、バッテリパックと充電器周辺の温度を測定することにより、温度条件に
対応した適正な充電モードでバッテリパックを充電することができるので、温度適正範囲
ではない状態で、バッテリパックの充電する際に、生じる過電流による充電容量の低下を
抑制することが可能となる。
【０２１１】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソフトウェア
により実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、
そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコン
ピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行させ
ることが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどにプログラム格納媒体からイ
ンストールされる。
【０２１２】
　図２５は、充電器１５１をソフトウェアにより実現する場合のパーソナルコンピュータ
の一実施の形態の構成を示している。パーソナルコンピュータのCPU４００１は、パーソ
ナルコンピュータの全体の動作を制御する。また、CPU４００１は、バス４００４および
入出力インタフェース４００５を介してユーザからキーボードやマウスなどからなる入力
部４００６から指令が入力されると、それに対応してROM(Read Only Memory)４００２に
格納されているプログラムを実行する。あるいはまた、CPU４００１は、ドライブ４０１
０に接続された磁気ディスク４０１１、光ディスク４０１２、光磁気ディスク４０１３、
または半導体メモリ４０１４から読み出され、記憶部４００８にインストールされたプロ
グラムを、RAM(Random Access Memory)４００３にロードして実行する。これにより、上
述した画像処理装置１の機能が、ソフトウェアにより実現されている。さらに、CPU４０
０１は、通信部４００９を制御して、外部と通信し、データの授受を実行する。
【０２１３】
　プログラムが記録されているプログラム格納媒体は、図２５に示すように、コンピュー
タとは別に、ユーザにプログラムを提供するために配布される、プログラムが記録されて
いる磁気ディスク４０１１（フレキシブルディスクを含む）、光ディスク４０１２（CD-R
OM(Compact Disk-Read Only Memory)，DVD（Digital Versatile Disk）を含む）、光磁気
ディスク４０１３（MD（Mini-Disc）を含む）、もしくは半導体メモリ４０１４などより
なるパッケージメディアにより構成されるだけでなく、コンピュータに予め組み込まれた
状態でユーザに提供される、プログラムが記録されているROM４００２や、記憶部４００
８に含まれるハードディスクなどで構成される。
【０２１４】
　尚、本明細書において、プログラム格納媒体に記録されるプログラムを記述するステッ
プは、記載された順序に沿って時系列的に行われる処理は、もちろん、必ずしも時系列的
に処理されなくとも、並列的あるいは個別に実行される処理を含むものである。
【０２１５】
　また、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【図面の簡単な説明】
【０２１６】
【図１】本発明を適用したSQバッテリパックを説明する図である。
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【図２】図１のSQバッテリパックの詳細を示す図である。
【図３】図１のSQバッテリパックの詳細を示す図である。
【図４】従来のバッテリパックの詳細を示す図である。
【図５】充電器の構成を示す図である。
【図６】図５の表示部を説明する図である。
【図７】図５のスロットの詳細を示す図である。
【図８】図１のSQバッテリパックを、図５のスロットに装着するときの構成を示す図であ
る。
【図９】図８のバッテリパック種別判定用スイッチ付近の構成を示す図である。
【図１０】図４のバッテリパックを、図５のスロットに装着するときの構成を示す図であ
る。
【図１１】図１０のバッテリパック種別判定用スイッチ付近の構成を示す図である。
【図１２】SQバッテリパックと充電器の第１の電気的構成例を示す図である。
【図１３】充電器の充電制御処理を説明するフローチャートである。
【図１４】図３のバッテリパック種別判定用凹部のその他の例を示す図である。
【図１５】図３のバッテリパック種別判定用凹部のその他の例を示す図である。
【図１６】SQバッテリパックと充電器の第２の電気的構成例を示す図である。
【図１７】充電器のマイクロコンピュータの充電モード判定用のテーブルを示す図である
。
【図１８】充電器の充電制御処理を説明するフローチャートである。
【図１９】SQバッテリパック、または、バッテリパックの充電モードデータの送信処理を
説明するフローチャートである。
【図２０】SQバッテリパックと充電器の第３の電気的構成例を示す図である。
【図２１】充電器の充電制御処理を説明するフローチャートである。
【図２２】図３のSQバッテリパックが温度データを送信する処理を説明するフローチャー
トである。
【図２３】図５の表示部の表示例を示す図である。
【図２４】図５の表示部の表示例を示す図である。
【図２５】プログラム格納媒体を説明する図である。
【符号の説明】
【０２１７】
　１　SQバッテリパック，１３１　バッテリパック種別判定用凹部，１６２，１６２ａ，
１６２ｂ　スロット，２１３　充電ON/OFFスイッチ，２１４　バッテリパック種別判定ス
イッチ，１２７１　マイクロコンピュータ，１２７４　充電切替スイッチ，１２７５　充
電モード切替スイッチ，１２７６　超急速充電モード電源，１２７７　急速充電モード電
源，２２５２，２２５２ａ，２２５２ｂ　マイクロコンピュータ，２２５５ａ　EEPROM，
２２７１，２２７１ａ，２２７１ｂ　マイクロコンピュータ，２２７４　充電切替スイッ
チ，２２７５　充電モード切替スイッチ，２２７６　超急速充電モード電源，２２７７　
急速充電モード電源，３２５５，３２５５ａ，３２５５ｂ　サーミスタ，３２７１　マイ
クロコンピュータ，３２７４　充電切替スイッチ，３２７５　充電モード切替スイッチ，
３２７６　超急速充電モード電源，３２７７　急速充電モード電源，３２７８　低電流充
電モード電源，３２７９　サーミスタ
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】
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【図２４】

【図２５】
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